
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼６月７日～１１日までの１週間、本校では「生活

参観週間」を設定し、保護者に子どもたちの活動を

直接見ていただく機会を設けました。▼予定では５

日間で７４名の参観希望があったのですが、最終日

の１１日は新型コロナウイルス感染症の地域感染

レベルが２に引き

上げられたことか

ら、急きょ中止に

させていただきま

した。▼この日は

最も多くの参観予

定者があっただけ

に、大変残念であ

ると同時に、申し訳なく思います。この間の授業の

様子はホームページに掲載してありますのでご覧

ください。▼またこの週は、本校の職員が互いに授

業を見合い、学び

合う「授業交流週

間」でもありまし

た。私自身も、全

職員の授業を１

時間フルに参観

し、気づいたこと

を観察シートに

まとめ、授業者と意見交換を行いました。▼ちょう

ど、一人一台のタブレットパソコンが使用できるよ

うになり、多くの先生が早速、授業で活用していま

した。子どもたちも目を輝かせながら、授業に臨ん

でいました。▼今

後も、国家プロジ

ェクトとして多

額の費用をかけ

て導入されたＩ

ＣＴ機器を有効

に活用できるよ

う「まずは使ってみる」を合言葉に、全ての教科で

積極的に使用していこうと考えています。 

 

 

 

 

▼６月１６日付で、保護者の皆様には「市川中学校

の学習評価について」という文書を配布させていた

だきましたが、ご確認していただけたでしょうか。

▼中学校では、今年度から新しい学習指導要領（学

校の教育計画の基準）が本格実施となりました。こ

れにより、各教科等の目標も整理され、学習評価も

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習

に取り組む態度」の３観点で評価することになりま

した。▼これに合わせ、本校では、観点別評価（Ａ

ＢＣ）と評定（５４３２１）の算出方法や評価資料

（何を使って評価するかの具体）について、全校体

制で時間をかけて検討してきました。そして、この

内容をできるだけ分かりやすくお伝えするために

用意したのが、今回の配布物です。▼昨年度までと

の最大の変更点は４観点から３観点に変更になっ

たことにあります。（下の図を参照）これにより、従

来通り定期テストの結果も大切ですが、ワーク等の

課題の提出率や作品の完成度、授業に取り組む姿勢

等の普段の地道な努力がより一層重要視されるこ

とになります。▼今回、その評価資料となるものを

教科ごとに一覧にまとめましたので、ご確認くださ

い。これらについては、事前に学級担任や各教科担

任から、生徒にも説明してありますが、不明な点が

ございましたら、学校までお問い合わせください。

▼１か月後には、通信表を渡すことになります。本

校では、今年度は、全教科で新しく導入された「校

務支援ソフト」を使い、より公正で納得性のある評

価に努めて参ります。ご家庭においても、この機会

に、学校や家庭での学習について話し合う場面を設

けていただければ幸いです。
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